
 

 
 
 
 
 
 
 

 4 月 26 日（土）、令和 7 年度尚志会 51

期第 31 回教育フォーラムが開催されました。 

教育フォーラムとは、卒業して 25 年目の先

輩達が「社会の中でどう生きるか」「高校生

の今を生きる」をテーマに後輩の皆さんへの

激励を含め、様々な角度からお話をしてくれ

る、本校伝統の行事です。前半は業種別の

講話があり、後半は全生徒、体育館で在校

生を交えたパネルディスカッションが行われ

ました。 

業種別の講話では、メデイア関連、司法書

士、飲食業、農業、IT 関連、消防、国県市職

員、美容師、医療従事者等など１５の講義が

準備され、興味関心のある分野に分かれた

生徒達が、熱心に聞き入っている様子が見

られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分野別講義  教育分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パネルディスカッションでは、学年毎のテー

マで、ディスカッションして頂き、その後直に

質問に答えてもらうという形式で、3 学年そ

れぞれ今悩んでいる課題等について意見を

頂きました。まず 1 年生からの「高１でやって

おいた方がいい事は」の質問に目の前にあ

ることは何でもやってみて、コミュニケーショ

ンを大切に、という回答でした。２年生からの

社会人と高校生との違いは何かという質問

に、高校生は何でも出来る環境にあるが、社

会人は時間的な拘束や環境的な事で決して、

やりたいことが総て出来る状況ではないこと、

勉強、部活、趣味、高校生でしか出来ないこ

とが沢山あるという事でした。また３年生へ

は、進路は目の前の興味関心だけではなく、

５年、１０年先を見て決めて欲しいと、熱いメ

ッセージを頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（パネルディスカッション） 

 
八重高だより 

No３  2025 年 4 月３０ 日  校長 大城まち子 

R7 尚志会 51 期生第 31 回教育フォーラム 開催 


